
重点助成用 

提出先 E-mail>> c-kyoubo@akaihane-chiba.jp 

令和４年度 赤い羽根 新型コロナ感染下の福祉活動応援キャンペーン 

「地域に密着した多様な支援活動応援プロジェクト」<申請上限 100万円>  

≪重点助成≫助成申請書 
標記キャンペーン実施要項に基づき、下欄のとおり助成申請いたします。 

法人・団体名 ○○○○法人 △△△会 

代表者職氏名 ○○ ○○ 

所在地 
〒○○○－○○○ 

○○市○○○○ 

ＴＥＬ ○○○－○○○-○○○○ ＦＡＸ ○○○－○○○-○○○○ 

ホームページURL ○○○○○○○○○ 

メールアドレス ○○○○○○○＠○○○ 

申請に係る 

担当者名・連絡先 

(上記と異なる場合 

のみ記入) 

氏 名  □□ □□ 

連絡先 
住所：○○市○○○○ 

T E L：○○○－○○○-○○○○    E-mail: ○○○－○○○-○○○○ 

法人・団体の 
設立年月 

平成 ●年   ●月  会員数           ○○名  

法人・団体の 
主な活動内容 

学校に通えない子どもたちへの学習支援・居場所づくり・子ども食堂の開催 

 

申請事業のタイトル 不登校の子ども達へオンライン学習機会の提供・環境づくり事業 

解決したい課題 

※誰が・どのような状態で 

なぜ・どのように困って 

いるか 

※将来的にどのような状態に

なることを目指すか 

○○市には現在、事情があり学校に通えない生徒（中学～高校生）が約〇〇人お

り、そのうちの半数以上が将来進学を希望している。 

しかし、学習意欲はあるものの家庭環境や外的要因等により、学習の機会が与え

られていない生徒も一定数おり、格差の拡大が問題となっている。 

『あらゆる生徒に学習の機会が与えられる』環境を作りたい。 

法人・団体として 

課題を解決する方法 

【申請事業内容】 

※スケジュール等も含め具体

的に記載 

※欄が不足する場合は別紙で 

作成して添付 

主に下記の２つを事業の柱として実施する 

①オンラインでの学習支援環境の整備 （６月～準備、８月～2 月実施） 

地元企業と共同し格安でタブレットをレンタルし、困窮家庭で PC を所持していない生徒には

貸し出しを行なう。（最長２年・無償）また、他団体や行政が実施している学年ごとの無料 

オンライン事業について情報提供を行う。 

 

②対面での学習支援 （６月～１月 月２回開催 ２時間/１回） 

団体が毎週行っている子ども食堂とあわせて、大学生のボランティアを募り、子供たちが各自

勉強を教えてもらえる『寺子屋』を開催する。子ども食堂には学校に行けない（行きにくい）

生徒も複数名参加しており、各自が自分たちで課題を持ち込み、わからない点は講師に質問で

きる時間を作る。隔週で子ども食堂終了後に、同じ場所で開催する。 

［添付書類］ 

□会則・定款等の組織規程 

□今年度の事業計画書及び予算書 

□その他、当申請事業にかかる参考資料 

［助成申請額］ 

   １００ 万円 

最大 100万円まで 



重点助成用 

提出先 E-mail>> c-kyoubo@akaihane-chiba.jp 

◆ 申請事業にかかる経費の内訳(総事業費) 

経費項目 具体的な内訳・個数（概算） 総事業費（円） 
内今回助成金 

(円) 

諸謝金 ②（学生ボランティア）１回 2000 円×２人×月２回×８カ月 ６４，０００ ６４，０００ 

旅費交通費 関係団体との調整、講師・ボランティアの交通費 １００，０００ １００，０００ 

消耗品費 
①情報提供（オンライン）の為の機器整備 

②学習テキスト代、 
８０，０００ ８０，０００ 

印刷製本費 事業チラシ作成 ２００，０００ ２００，０００ 

人件費※ ①他団体職員 各種学習機関の調査集約・資料作成委託料 １００，０００ １００，０００ 

通信運搬費 タブレット Wi-fi契約料×10(７カ月)等 ２１０，０００ ２１０，０００ 

備品購入費※ オンライン講座用の PC購入 １５０，０００ ４６，０００ 

その他 
タブレットレンタル代（保険込み） 

１台２０，０００円/年×１０台 
２００，０００ ２００，０００ 

合 計 金 額 １，１０４，０００ １，０００，０００ 

                                                   ↑下欄の資金内訳⑤と一致 

※１点で５万円を超える物品については、助成決定後(精算時)に２社以上見積合わせが必要となります。 

※助成決定後、申請時に記載のない事業内容や物品購入に対しては助成対象外となる可能性があります。 

(事前に当会にご相談ください) 

※助成金を活用する人件費及び備品購入費の合計は、助成総額の 50％を上限とします。 

 

 

◆ 申請事業にかかる資金内訳 

資 金 項 目 金額（円） 【特記事項】 

 

 ① 共同募金会からの助成金 １，０００，０００ 

② 他からの補助金・助成金 ０ 

③ 申請法人・団体の自己資金 １０４，０００ 

④ その他（参加費・広告料など） ０ 

⑤ 合  計 １，１０４，０００ 

                 ↑上欄の総事業費合計金額と一致 


